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DNSラウンドロビン方式の負荷分散

①www.nesupe.comへの通信要求

DNSサーバ

WW1
192.168.1.101/24

WW2
192.168.1.102/24

WW3
192.168.1.103/24

ルータ

nesupe.com
WWW      IN    CNAME              WW1
WWW      IN    CNAME              WW2
WWW      IN    CNAME              WW3
WW1       IN     A                          192.168.1.101
WW2       IN     A                          192.168.1.102
WW3       IN     A                          192.168.1.103

 

②www.nesupe.comのIPは192.168.1.101（WW1）です
③www.nesupe.comのIPは192.168.1.102（WW2）です
④www.nesupe.comのIPは192.168.1.103（WW3）です

通信要求

図4.6.1　DNSラウンドロビン方式の負荷分散

上の図4.6.1ではWebサーバ宛の大量の通信要求に対してDNSサーバが接続先 IP
アドレスの返答を順番に返す事によって、接続するWebサーバを分散しています
が、一度名前解決して得た IPアドレスは参照用DNSサーバにキャッシュ情報として
残り、一度返信を受けたWebサーバの IPアドレスはキャッシュタイマーの時間内
であればそのまま利用される事になります。さらにWebサーバがダウンした場合は
Webアクセスができなくなってしまいます。この場合、リアルタイムに対応して切
り替える事はできませんし、ラウンドロビンを構成するDNSレコードを編集する必
要があります。

ロードバランサの負荷分散

①www.nesupe.comへの通信要求

DNSサーバ
WWW（仮想サーバ）
192.168.1.100/24

WW1
192.168.1.101/24

WW2
192.168.1.102/24

WW3
192.168.1.103/24

ロードバランサ

nesupe.com
WWW       IN    A           192.168.1.100

②www.nesupe.comのIPは192.168.1.100（WWW）です
③www.nesupe.comのIPは192.168.1.100（WWW）です
④www.nesupe.comのIPは192.168.1.100（WWW）です

通信要求
稼働状況確認

図4.6.2　ロードバランサの負荷分散




